
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007年 2月 21日作成） 

小委員会名 コンセプト設計小委員会 主 査 名：野口 憲一 
就任年月：2004年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

海洋委員会 
（海洋研究推進運営委員会） 

委員長名：横内 憲久 
主 査 名：野口 憲一 

設 置 期 間    2004年 4月  ～  2007年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・海洋委員会の 2004 年以降の共通研究テーマである「アダプティブ海洋建築」
の概念（コンセプト）設計を行う 
・1960年代の海上都市の計画群を第一期としたときの、第二期の海洋空間を利用
した建築・都市の構築の可能性を探る 
・ 
委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査：野口 憲一（大成建設）        幹事：居駒 知樹（日本大学） 
委員：遠藤 龍司（職業能力開発総合大学校）    岡田 智秀（日本大学）   

   後藤 剛史（法政大学）         小林 昭男（日本大学）   

   川上 善嗣（職業能力開発総合大学校）    登坂 宣好（日本大学） 
   濱本 卓司（武蔵工業大学）       松井 徹哉（名城大学） 

設置WG 
（WG名：目的） なし 

2006年度予算  69,000円
ホームページ公開の有無：有 

委員会 HPアドレス：
http:/news-sv.aij./kaiyo/s0/activity/study/concept/concept.htm 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数     ５ 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 
１．「アダプティブ海洋建築」報告書の概念設計についてまとめた 

 委員会活動の問題

点・課題 

１．概念設計は全体に影響するため、海洋研究推進運営委員会と合同で実施して

きた。本年度は取りまとめの年度にあたり、コンセプトに関する新しい討議はし

なかった。 
＊ 小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。 
＊ 環境本委員会傘下の小委員会においては、上記の活動成果報告書に加えて、以下の自己評価を記入すること。 
＊ 中間年度には中間評価を、最終年度には最終評価としての自己評価を記入すること。 



環境工学本委員会用 自己評価欄 

 

2006年度 小委員会活動 自己評価 
 

(中間年度評価・最終年度評価) 
 

総合評価 
(4段階評価) B  

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

「アダプティブ海洋建築」報告書の概念設計についてまとめた。 
 
第二期の海洋空間を利用した建築・都市の構築の可能性を探るに関しては、名か

なか十分とまではいかず、その方向性を示すに留まった。 

 
 総合評価は 4段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。 
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、
小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。 

A評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 
 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。 

 


